
（農業農村支援センター調査データは7日間隔で調査したものを5日間隔に補正してあります。）
【コメント】

*平年値は過去10ｹ年平均 *平年値は過去10ヵ年平均 ＊野菜花き試験場佐久支場 調査

  

*平年値は過去10ｹ年平均 ＊農業試験場病害虫防除部 調査 *平年値は過去10ｹ年平均 ＊農業試験場病害虫防除部 調査

4月 10月8月 9月6月 7月

＊野菜花き試験場 調査

6月 7月

５月は多くの地点で平年と比べ多い誘殺頭数でした。地点によっては、６月も平年値と比べ誘殺頭数が多いので、注意してください。
・塩尻市では、平年と比べ遅い、４月第４半旬に初誘殺され、４月～６月の誘殺頭数は平年と比べかなり少なかった。
・小諸市では、調査開始の３月第１半旬から誘殺され、４月第４半旬から誘殺頭数が増加し、５月第３半旬まで平年値の数倍の誘殺頭数であった。６月の誘
殺頭数は、中旬にやや多かったが、上旬、下旬は平年並〜やや少なかった。
・上田市では、初誘殺は平年と比べやや早く、４月の誘殺頭数は平年と比べやや多かったが、５月〜６月はほぼ平年並であった。
・原村では、５月第１半旬の誘殺頭数が平年の約５倍の誘殺頭数であったが、５月第４半旬〜６月第３半旬までは、ほぼ平年並の誘殺頭数であった。
・朝日村では、調査開始の４月第１半旬から誘殺され、５月の総誘殺頭数は平年の約2.5倍であった。６月も引き続き平年と比べ誘殺頭数が多かった。
・大町市では、５月第４半旬から誘殺頭数が多く、５月第４半旬〜６月第６半旬までの総誘殺数は、過去３年間の平均値の約２倍の誘殺頭数であった。
・長野市では、４月第３半旬から誘殺され、５月の総誘殺頭数は平年の約３倍と多かったが、６月に入り平年並の誘殺頭数となった。

3月

令和７年フェロモントラップによるコナガ誘殺消長
農業農村支援センター、試験場で実施したフェロモントラップによる誘殺消長調査の結果です。　
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小諸市山浦 野菜花き試験場佐久支場（alt.812m）県発生予察ほ （キャベツ・はくさい）

上田市菅平高原 （alt.1,260m）地区発生予察ほ （はくさい）

塩尻市宗賀 野菜花き試験場（alt.750m）県発生予察ほ （キャベツ・はくさい）

原村判之木（alt.958m）防除適期決定ほ （ブロッコリー）



*平年値は過去６カ年平均 ＊農業試験場病害虫防除部 調査 *平年値は過去３ｹ年平均 ＊北アルプス農業農村支援センター 調査

*平年値は過去10ｹ年平均 ＊農業試験場病害虫防除部 調査
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朝日村古見（alt.776m）地区発生予察ほ（はくさい）
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平年* 前年 本年

長野市上ヶ屋（alt.1,070m）地区発生予察ほ （キャベツ）
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大町市八坂（alt.800m）
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